災害時における番所機能の可能性について

＜背景＞

■今回の震災のような有事の際に番所として何ができるのかを考えてみる必要がある。

＜案＞

■駅、バスターミナルなどに行政・交通・他の情報を掲示する。
■加盟店が出来る被災者の方々への支援プランをまとめる

(例：理容店でシャンプー無料サービスなど)
■番所マップに避難場所を載せる。加盟店が避難者に正確な情報を提供できる仕組み作り
■災害時に行政の情報などをFAX等で正しい情報を発信できる機能を盛込む
(ラジオ以外情報が無かった中で、新聞より早い行政の情報を広報できる機能。)

＜具体的手法＞

■「臨時かわら版」の作成
◇配布先　　　山形駅、山交バスターミナル他
番所のマップ）避難場所、仙台⇔山形、その他アクセス情報
番所一覧）　　衣食住に分けて、初めて山形へ来た方々がわかりやすいようにする。
　　　　　　　また被災者支援プランを掲載
■「やまがた案内番所」携帯版の充実
災害時に必要な情報を掲示

■山形駅での「やまがた案内番所：被災者支援ブース」の設営
行政等から指導を頂き災害時の番所の役割の可能性を探る
